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町
内
に
初
め
て
建
て
ら
れ
た
第
一
中

学
棋
の
体
育
舘
は
¥
昭
和
泊
年
に
建
設

さ
れ
だ
も
の
で
¥
完
成
後
初
年
あ
ま
り

ガ
過
ぎ
¥
床
の
張
り
替
え
な
ど
修
揮
は

行
わ
れ
て
い
だ
も
の
の
老
朽
化
ガ
進
ん

で
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
¥
昨
年
の
5

円
か
ら
約
5
憶
2
0
0
0万
円
の
巨
額

を
投
じ
て
建
て
替
え
ガ
進
め
ら
れ
て
い

疋
新
体
育
舘
ガ
完
成
間
近
で
す
。

こ
の
体
育
館
の
大
き
な
目
玉
は
¥
何

と
い
っ
て
も
っ
木
造
に
近
い
建
物
し
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
正
確
に
は
建
築

用
語
で
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
木

の
癒
構
造
L

と
呼
ば
れ
る
造
り
で
¥
昔

の
よ
う
に
全
部
木
造
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ガ
¥
最
近
の
「
コ
ン
ク
リ

ト
造
り
し
ゃ
「
総
ガ
ラ
ス
張
り
」
の

建
物
に
は
み
ら
れ
な
い
不
造
り
の
温
か

み
を
も
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
あ
げ
ら
れ
る
特
徴
は
¥
本
来

の
「
学
棋
の
L

俸
育
館
と
し
て
の
設
備
、

戸

υー
ナ
(
コ
ー
ト
〉
や
ス
一
ア
ジ
の

ほ
か
¥
一
般
開
放
の
疋
め
の
重
衣
室
な

ど
も
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま

た
¥
寸
犬
走
り
L

(

外
ま
わ
り
)
も
通
常

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
で
は
な
く
¥
木

レ
ン
ガ
ガ
較
か
れ
て
い
ま
す
。

大
き
さ
は
町
の
総
合
運
動
公
園
体
育

盤
と
ほ
ぼ
同
じ
Q
辿
べ
床
亙
積
一

7
¥
8

4
2
m〉
¥
日
体
育
館
に
比
べ
¥
ひ
と

臨
り
大
き
な
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
¥
工
事
は
卒
業
式
に
間
に
合
わ

せ
る
べ
く
最
終
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま

す。

3
月
刊
日
(
W
〈
〉
¥
真
新
し
い
体
育

館
で
は
¥
中
学
時
代
の
想
い
出
を
胸
に
¥

3
年
生
の
み
な
さ
ん
ガ
巣
立
っ
て
ゆ
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
新
体
奇
舘
は
¥
生
徒
の
罷
業
や

部
活
動
な
ど
の
利
聞
の
ほ
か
¥
一
椴
開

肢
も
さ
れ
ま
す
の
で
¥
総
合
運
動
公
冨

体
喬
舘
同
様
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

惨
ス
テ
ー
ジ
(
正
面
)
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地

議員

時
金己

百
一
母
国
窟

三
寒
四
温
は
、
中
国
の
北
部
や

朝
鮮
半
島
の
冬
の
自
然
現
象
で
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
い
わ
れ
て
い
る

一
」
と
れ
さ

諺
で
す
。
三
日
寒
い
日
が
あ
っ
た

後
、
四
日
暖
か
い
日
が
続
き
、
こ

れ
を
交
互
に
繰
り
返
す
と
い
う
も

の
で
す
。
寒
暖
に
七
日
く
ら
い
の

周
期
が
あ
る
わ
け
で
す
。

日
本
で
も
み
ら
れ
る
現
象
で
す

が
、
中
国
の
北
部
や
朝
鮮
半
島
よ

り
も
、
規
則
性
が
は
っ
き
り
し
な

い
よ
う
で
す
。
と
い
う
の
も
、
日

本
の
冬
の
天
候
は
、
中
国
北
部
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
シ
ベ
リ
ア
大
陸

の
高
気
圧
の
影
響
を
受
け
ま
す
が
、

太
平
洋
高
気
圧
の
影
響
も
受
け
ま

す
。
こ
の
た
め
、
三
寒
四
温
の
規

則
性
が
あ
ま
り
な
い
の
で
す
。

日
本
に
三
寒
四
温
が
現
わ
れ
る

の
は
、
ひ
と
冬
に
一
回
あ
る
か
な

い
か
だ
と
い
、
つ
文
献
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
寒
さ
が
厳
し
い
と
き
、

「
三
寒
四
温
と
い
う
か
ら
、
ま
も

な
く
暖
か
く
な
る
よ
」
な
ど
と
、

言
わ
れ
た
記
憶
を
も
っ
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
日
本
人
は

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
三
寒
四

温
を
い
つ
も
肌
で
感
じ
て
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
俳
句
で
は
「
三
寒

四
温
」
、
ま
た
は
単
に
「
一
一
一
寒
」
「
四

温
」
は
、
冬
の
季
語
に
な
っ
て
い

ま
す
。

雪
原
の

浅
間
墳
く

遷
子

四
温
の
建
一
の
う
る
む

柴
田
白
葉
女

と
こ
ろ
で
、
一
一
一
月
二
十
三
日
は

「
世
界
気
象
デ
!
」
で
す
。
世
界

気
象
機
関

(
W
M
O
)
の
条
約
が

発
効
し
た
日
を
記
念
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
、
気
象
に
不
可
欠

な
国
際
協
力
や
、
気
象
機
関
が
ど

の
よ
う
な
責
任
を
果
た
し
て
い
る

か
な
ど
を
P
R
す
る
行
事
が
、
世

話市開
界
各
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

三
寒
四
温

な 白k
り 王米主

σ') 

託
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らあ議まお

幻
日
、
町
民
会
館
の
大
会
議
室
に
消
重
さ
を
肝
に
銘
じ
、
限
り
を
つ
く
す

防
団
員
約
別
名
が
、
制
服
・
制
帽
・
黒
覚
悟
で
い
ま
す
J
と
あ
い
さ
つ
。
引

短
靴
姿
で
整
列
し
整
然
と
行
わ
れ
ま
し
き
続
き
、
新
副
団
長
の
田
山
東
湖
き

た

。

ん

は

、

「

阪

神

大

震

災

で

は

、

自

治

消

こ
の
席
で
、
新
団
長
の
川
上
俊
彦
さ
防
の
価
値
が
改
め
て
認
め
ら
れ
た
。

口
年
間
町
消
防
団
長
を
務
め
た
谷
田
長
に
川
上
俊
彦
さ
ん
が
、
ま
た
、
新
副
ん
は
「
消
防
団
の
任
務
は
、
郷
土
を
災
消
防
屈
の
仕
事
は
、
や
り
が
い
の
あ

部
土
口
戴
さ
ん
が
、
1
月
四
日
付
け
で
退
団
長
と
し
て
田
山
東
湖
さ
ん
が
就
任
。
窓
口
か
ら
、
ま
た
地
域
住
民
の
生
命
・
身
る
仕
事
。
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
。
L

と

任
さ
れ
、
翌
初
日
付
け
で
、
新
消
防
団
そ
れ
に
と
も
な
う
就
任
式
が
、

1
月
体
・
財
産
を
守
る
こ
と
。
そ
の
責
任
の
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

山
町

p
b
v，
ね
町
宮
川
町
向

E
V
ρ
白
ザ
俳
句

q
h
Eぽ
砂
白
ぽ

p
bず
砂
白

V
M
E
V“R
q
h
E
U
9
b
u
p弘
ず
タ
白

v
h
E
U予
白

V
P白
q
h
E
U予
白

q
p白
q
h
a
w砂
ぬ
ぽ

P
A
V，
UVMV町
ぽ
診

h
v，
b
q
p
hザ
9
bぽ
bbdw，
白

v
h
z
v
h
E
q
h
R
V
h
v白
v
u
Z
V
9弘
W
予

h
w予
白

w
p
ι
q，
九
W
矛
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第279号 (2)

正
噛
一
離

L国

団
長
就

き
ち豊島

幽込4白

露目

谷
田
山
部

退
任
す
る
に
あ
た
り
御
礼
の
挨
拶
を
を
一
掃
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

申

し

上

げ

ま

す

。

団

員

各

位

の

御

苦

労

に

対

し

心

か

ら

感

浅
学
非
才
に
恒
産
な
い
私
が
団
長
就
謝
い
た
し
ま
す
。

任
時
は
如
何
な
る
困
難
も
求
道
者
の
行
物
理
学
者
の
寺
田
寅
彦
先
生
は
、
「
文

と
感
得
す
ば
克
服
出
来
る
と
覚
悟
す
る
明
が
進
む
に
つ
れ
災
窓
口
は
相
乗
的
に
増

も
の
の
多
難
な
前
途
を
思
わ
せ
ま
し
た
大
す
る
。
軍
備
拡
張
よ
り
防
災
軍
の
創

が
川
上
俊
彦
・
深
作
伊
佐
男
両
副
団
長
設
を
し
と
政
府
に
建
言
し
て
、
は
や
六
十

始
め
随
員
各
位
の
消
防
活
動
へ
の
直
向
五
年
、
其
の
卓
見
の
悲
劇
を
電
波
・
新

き
な
情
熱
と
団
結
に
支
え
ら
れ
て
防
火
・
聞
等
を
媒
介
し
て
今
日
体
験
し
て
お
り

防
災
の
責
任
を
達
成
し
て
、
安
全
な
町
ま
す
。
こ
れ
は
安
全
を
安
売
り
し
安
貿

造
り
に
協
力
地
域
の
生
活
を
守
り
貫
く
し
て
安
全
は
尊
い
も
の
高
価
な
も
の
で

事
が
出
来
、
団
長
就
任
時
の
危
倶
の
念
あ
る
事
を
忘
れ
た
国
民
全
体
の
共
同
賞

偽
ザ
俳
句

vhv白
u
p白
ぽ

hv白
ザ
俳
句

VMW同
町

hv白
ず

hvhquv
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今
回
、
谷
田
部
団
長
の
退
任
に
伴
い
、

全
団
員
諸
君
の
推
挙
に
よ
り
、
一
月
二

十
臼
付
を
以
っ
て
大
洗
町
消
防
団
長
を

拝
ム
叩
い
た
し
ま
し
た
。
其
の
責
務
の
重

大
で
あ
る
事
を
一
身
に
受
け
、
身
の
引

き
し
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ

り
浅
学
非
オ
、
人
格
識
見
共
に
不
備
で

は
あ
り
ま
す
が
、
重
責
を
肝
に
命
じ
、

全
身
全
霊
を
打
ち
込
ん
で
微
力
の
限
り

を
尽
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
団
員

各
位
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ゃ
ち豊島

E重

戴

任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新
川
上
団
長
に
必
要
な
も
の
は
、
国

有
の
能
力
を
発
揮
し
て
大
洗
町
民
各
位

の
期
待
に
応
、
え
ら
れ
る
消
防
力
の
強
化

と
い
う
町
当
局
の
政
治
判
断
と
其
の
実

現
で
あ
り
ま
す
。

町
当
局
の
深
い
御
理
解
と
町
民
の
皆

様
方
の
御
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
長
期
に
亘
る
御
声
援
を
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

大
洗
町
消
防
団
の
益
々
の
御
隆
回
目
を

勝

官
E悶
悶
悶
観

官
自
F
ノ

谷
田
部
前
団
長
に
は
昭
和
十
八
年
、

当
時
の
磯
浜
町
警
防
団
入
国
以
来
、
五

十
一
年
間
の
永
き
に
亘
り
消
防
一
筋
に

身
を
更
し
、
団
長
在
任
十
七
年
其
の

問
、
田
市
消
防
協
会
副
会
長
、
同
東
茨
城

郡
支
部
長
等
の
要
職
を
歴
任
、
大
洗
町

消
防
団
の
歴
史
に
輝
か
し
い
足
跡
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
主
(
の
偉
大
な
功
績
に
対

し
、
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
に
輝
く
我
々
消
防
団
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
我
が
郷
土
を
災

上

よ角
'I~丈

彦

害
か
ら
守
り
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
事
で
あ
り
、

其
の
尊
い
任
務
の
遂
行
を
支
え
て
来
た

も
の
は
、
永
い
消
防
の
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
、
連
綿
と
し
て
受
け
つ
が
れ
て
来

た
消
防
精
神
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
は
か
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
、
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
は
、
何
よ
り
も
優
先
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
政
治
の
基
本
で
あ
り
、

町
づ
く
り
の
基
礎
を
成
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。

弘
前
予
九
以
予

心
よ
り
お
祈
り
申
し
ま
す
。

昭
和
日
年
磯
浜
町
警
防
団
入
国

昭
和
お
年
大
洗
町
消
防
団

第
1
分

団

班

長

昭
和
四
年
大
洗
町
消
防
団

第
1
分
団
副
分
団
長

昭
和
叫
年
大
洗
町
消
防
団

第
1
分
団
分
団
長

昭
和
U
年
大
洗
町
消
防
団
副
団
長

昭
和
臼
年
大
洗
町
消
防
団
団
長

平
成
7
年
大
洗
町
消
防
団
退
団

言霊

平
成
元
年
消
防
庁
長
官
表
彰

平
成
2
年
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

平
成
3
年
自
治
大
臣
表
彰

平
成
5
年
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

平
成
6
年
茨
城
県
知
事
表
彰

(
主
な
も
の
を
掲
載
)

h
b
w
b
bぽ
b
ι
v
p
b
w
p
b
w予
仇
以
予
仇
W
矛
白

vhEdwp匂
ザ
，

我
々
消
防
団
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
今
回
発
生

し
た
阪
神
大
震
災
に
よ
る
、
未
曾
有

の
災
害
が
如
実
に
物
語
っ
て
お
り
、

幾
多
の
尊
い
教
訓
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。匿

の
防
災
基
本
計
画
や
、
地
方
の

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
総
点
検
が

強
く
叫
ば
れ
る
折
、
こ
の
教
訓
を
「
他

山
の
石
」
と
し
て
、
我
が
町
の
防
災

に
万
全
を
期
す
べ
く
、
全
団
員
一
丸

と
な
っ
て
精
進
し
た
い
と
考
え
る
次
，

第
で
あ
り
ま
す
。

団
長
就
任
に
あ
た
り
一
一
言
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

j晶守〉唾J ー註新竺L//一縄

ザ大

新
春
恒
例
の
「
凧
あ
げ
大
会
」
が
、

1
月
m
B大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
で
第
口
回
を
数
え
る
大
会
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
朝
早
く
か
ら
約
別
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

午
前
9
時
開
会
式
が
行
わ
れ
、
竹
内

町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
主
催
者
か
ら

審
査
方
法
や
注
意
事
項
の
説
明
を
受
け

た
後
、
参
加
者
は
自
分
の
凧
を
手
に
、

各
部
門
ご
と
に
分
か
れ
て
地
上
審
査
が

行
わ
れ
、
小
学
生
は
凧
づ
く
り
教
室
で

作
っ
た
ニ
ュ

l
奴
凧
や
人
気
ア
ニ
メ
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
、
そ
し
て
今
年
の
干
支
で

あ
る
亥
の
絵
も
登
場
、
中
学
生
は
見
事

な
浮
世
絵
な
ど
の
力
作
が
。
審
査
の
先

生
は
、
熱
心
に
審
査
し
て
い
ま
し
た
。

午
前
日
時
、
花
火
の
合
図
で
一
斉
に

新
春
の
大
空
に
凧
あ
げ
を
開
始
。
高
く

揚
が
る
凧
、
く
る
く
る
回
っ
て
し
ま
う

凧
に
一
生
係
山
命
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
凧
あ
げ
を
し
て
い
る
途

中
で
凧
が
破
れ
る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ

は
よ
く
あ
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
会
場
に

設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
凧
の
病
院
」

で
、
常
陸
凧
の
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
こ
わ
れ
た
凧
を
応
急
処
置
。

再
ぴ
凧
あ
げ
に
挑
戦
し
た
り
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

凧
あ
げ
を
す
る
児
童
な
ど
、
会
場
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
、
楽
し
い
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

凧
あ
げ
終
了
後
、
参
加
者
は
す
っ
か

り
大
会
の
名
物
に
な
っ
た
豚
汁
に
舌
づ

つ
み
を
打
ち
、
冷
え
き
っ
た
体
を
温
め

て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
各
部
門
毎
に
賞
状
と

賞
口
聞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
も
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

マ
小
学
生
低
学
年
の
部

優

勝

藤

沼

早

織

(

大

洗

町

)

準
優
勝
望
月
琢
海
(
大
岩
田
小
)

マ
小
学
生
高
学
年
の
部

優

勝

松

野

未

来

(

祝

町

小

)

準
優
勝
小
沢
千
明
(
中
野
東
小
)

マ
中
学
生
の
部

優

勝

丸

山

舞

(

竹

来

中

)

準

優

勝

星

野

純

一

(

南

中

)

マ
高
校
@
一
般
的
部

優

勝

藤

沼

勝

次

(

大

洗

町

)

準

優

勝

松

井

勲

(

阿

見

町

)

マ
団
体
の
部

優

勝

の

ん

き

会

(

鉾

回

町

)

準
優
勝
樹
エ
リ
ー
ト
印
刷
(
水
戸
市
)

@
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
3
位
1
6
位

及
び
努
力
賞
の
氏
名
は
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
車
告
協
ー

3

〈水〉

で

平
成
6
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
平
成
7
年
3
月
日
日
(
水
)
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
終

了
間
近
に
な
り
ま
す
と
大
変
混
雑

し
、
ザ
洛
ち
清
い
て
相
談
も
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

〈
白
色
申
告
の
方
も
、

収
支
内
訳
審
の
添
付
を
〉

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
人
は
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

〈
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

怠
ら
な
い
場
合
〉

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平

成
6
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
所
得
控
除
等
の
合
計
額
を
差

し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算
出

し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え

る
と
き

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
、

1
5
0
0
万
円
を
超
え
る

と
き
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
却
万

円
を
超
え
る
と
き
。

警
護
く
ら
し

サ
ン
マ
を
材
料
に
し
た
料
理
実
習
会

が
、
去
る
2
月
9
日
中
央
公
民
館
・
調

理
実
習
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
茨
城
県
漁
連
の
魚
消
費
拡

大
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
洗
く
ら
し

の
会
の
み
な
さ
ん
が
行
っ
た
も
の
で
、

サ
ン
マ
を
材
料
に
し
た
魚
の
ハ
ン
バ
ー

グ
や
つ
み
れ
、
聞
き
の
つ
く
り
方
等
の

料
理
を
熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

3
時
間
の
実
習
で
、
出
来
上
が
っ
た

料
理
を
囲
み
な
が
ら
の
試
食
会
。
健
康

に
良
い
、
魚
料
理
を
家
族
に
も
っ
と
勧

め
よ
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〈
総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
を
V

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

人
で
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
の
合

計
額
が
3
0
0
0
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
翌
年
3
月
日
日
(
水
)
ま
で

に
そ
の
合
計
額
や
参
考
と
な
る
事
項

を
記
載
し
た
総
所
得
穿
拓
朗
報
告
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
納
税
は
期
限
内
に
、振

替
納
税
制
度
〉

平
成
6
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る

所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
7
年
3
月

日
日
(
水
)
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預

金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用

さ
れ
て
な
い
方
は
、
納
税
の
た
め
の

手
数
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
期
限
を

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
い
振
替
納

税
が
、
大
変
便
利
で
す
の
で
、
是
非

御
利
用
く
だ
さ
い
。

(
水
戸
税
務
署
)

熊
料
理
教
璽
を
開
催
修
襲
撃
的
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平
成
7
年
2
月
8
5
、
法
務
省
大
会

議
室
(
東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
)
に

お
き
ま
し
て
、
外
国
人
登
録
事
務
に
従

事
す
る
地
方
公
共
団
体
職
員
に
対
す
る

冨@申窪窃窟すをる号2ク〆すロ

⑧宣車。

今
年
か
ら
町
外
の
人
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
大
会
名
が
改
め
ら
れ
た

「
大
洗
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、

2
月
5

B
町
体
育
協
会
と
町
教
育
委
員
会
が
、
主

催
し
て
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
海

岸
道
路
を
発
着
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
、
雪
の
降
る
あ
い
に
く
の
大

会
、
そ
の
様
な
中
、
町
内
の
児
童
・
生

徒
を
始
め
総
勢
山
人
が
参
加
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
き
、
降
り
し
き
る
雪
の

中
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
白
い
息
を
吐

き
な
が
ら
、
種
目
別
に
次
々
と
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
、
大
勢
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
も
震
え
な

が
ら
も
、
大
き
な
声
援
を
終
始
送
っ
て

い
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
し
た
が
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
寒

(3)第279号

さ
に
負
け
ず
力
走
、
健
脚
を
競
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。

大
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
も
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

(
紙
面
の
都
合
上
優
勝
者
の
み
掲
載
し

ま
し
た
。
)

O
小
学
4
年
女
子
の
部
(
2
凶
)

優
勝
野
口
ま
す
み
(
大
貫
小
)

O
小
学
5
年
女
子
の
部
(
2
1
m
)

優
勝
大
内
雅
代
(
大
賞
小
)

O
小
学
6
年
女
子
の
部

(
2凶
)

優

勝

高

瀬

幸

(

磯

浜

小

)

O
小
学
4
年
男
子
の
部

(
2
M
)

優
勝
桧
山
健
域
(
祝
町
小
)

O
小
学
5
年
男
子
の
部

(
2
M
)

優
勝
山
崎
篤
史
(
大
貫
小
)

O
小
学
6
年
男
子
の
部
(
2
1
m
)

優
勝
小
林
裕
二
(
磯
浜
小
)

O
中
学
女
子
の
部

(
2
M
)

優
勝
関
根
加
寿
子
(
第
一
中
)

O
中
学
男
子
の
部

(
3
M
)

優

勝

磯

崎

雅

也

(

湊

中

)

O
高
校
女
子
の
部

(
3
M
)

優
勝
沢
田
智
子
(
水
戸
工
)

O
高
校
男
子
の
部

(
5
h
)

優

勝

小

野

晃

(

水

戸

工

)

o
一
般
女
子
の
部

(
3
M
)

優
勝
沢
二
三
恵
(
水
戸
市
)

o
一
般
男
子
の
部

(
5
M
)

優
勝
柴
田
幸
義
(
水
戸
市
)

O
壮
年
(
判
歳
以
上
)
の
部

(
5凶
)

優
勝
坂
本
文
男
(
東
海
村
)

O
親
子
的
部
(
l
M
)

優
勝
永
田
洋
一

拓
也

那
珂
町

全
国
の
民
謡
愛
好
者
が
関
心
を
寄
せ

て
い
る
、
磯
節
全
国
大
会
の
予
選
会
が

2
月
4
日・

5
日
の
両
日
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ

l
ル
で
磯
節
全
国
大
会
実

行
委
員
会
が
主
催
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
磯
で
名
所
は
大
洗
さ
ま
よ
」
と
唄

わ
れ
て
い
る
磯
節
は
、
「
江
差
追
分
L

・

「
博
多
節
」
と
並
ぶ
「
日
本
三
大
民
謡
」

の
ひ
と
つ
に
数
、
え
ら
れ
代
表
的
な
民
謡

の
一
つ
で
、
全
国
の
民
謡
愛
好
家
に
唄

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
格
的
な
「
人
生
剖
年
時
代
L

を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
わ
が
国

で
は
出
生
率
の
低
下
と
平
均
寿
命
の

大
幅
な
伸
び
に
よ
っ
て
全
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
層
の
比
率
が
ま
す
ま
す

高
く
な
り
、
今
後
も
高
齢
化
社
会
が

進
ん
で
行
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今

回
は
、
年
金
制
度
を
高
齢
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
に
見
直
し
、
将
来
の

現
役
世
代
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
給
付
と
負
担
の
均
衡
を

図
る
た
め
、
年
金
制
度
全
般
に
わ
た

っ
て
、
様
々
な
改
正
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
年
金
関
係
の
主
な
改
正
点

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

。
国
民
年
金
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

〔
平
成
7
年
4
月
か
ら
〕

月
額
1
1
、
7
0
0
円
に
な
り
ま

す
。
以
後
、
平
成
日
年
度
ま
で
毎
年

5
0
0
門
ず
つ
(
年
金
給
付
額
が
改

定
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
率
に
比
例

し
た
額
も
加
え
て
)
保
険
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

@
年
金
給
付
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

〔
平
成
6
年
同
月
か
ら
〕

老
齢
基
礎
年
金
(
満
額
)
が
7
4

7
3
0
0
円
か
ら
7
g
o、
0
0
0

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

。
高
齢
任
意
加
入
の
特
例

〔
平
成
7
年
4
月
か
ら
〕

し
程

現
行
の
臼
歳
ま
で
の
任
意
加
入
に

よ
っ
て
も
加
入
期
間
が
不
足
す
る
方

は
申
し
出
に
よ
り
叩
歳
ま
で
任
意
加

入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
た
だ
し
、
昭
和
初
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
の
人
に
限
り
ま
す
。
)

今
年
で
、
日
回
目
を
迎
え
る
予
選
大

会
に
は
、
遠
く
は
秋
田
県
・
兵
庫
県
か

ら
雌
名
の
み
な
さ
ん
が
一
同
に
集
ま
り

自
慢
の
「
磯
節
」
を
ひ
と
り
一
人
披
露

し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
緊
張
感
が

伝
わ
り
、
唄
い
終
わ
っ
た
後
の
き
わ
や

か
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
観
客
の

皆
さ
ん
は
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
惜
し

み
な
い
、
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
初
名
が
選

ば
れ
、
2
月
日
日
に
は
、
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
決
戦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
町
か
ら
も
、
福
田
英
明
さ

ん
(
成
田
町
1
7
0
)
が
決
戦
会
に
出

場
、
町
民
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
て

熱
唱
し
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
入
賞
を

果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
日
山
回
磯
節
全
国
大
会
は
、
初
出
場

の
菊
池
智
江
さ
ん
(
福
島
県
西
白
河
郡

東
村
)
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

町
内
の
写
真
大
好
き
人
達
が
、

4
月

比
日
(
金
)
ま
で
動
力
炉
・
核
燃
料
開

発
事
業
団
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
展
示
館

で
、
写
真
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
ご
覧

@
第
3
号
被
保
険
者
(
ご
主
人
に
扶

饗
さ
れ
て
い
る
奥
様
な
ど
)
の
届

け
出
の
特
例

〔
特
例
届
出
期
間
・
・
・

平
成
7
年
4
月
か
ら

平
成
9
年
3
月
ま
で
〕

第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
直
近
2
年
間
ま
で
し
か
さ

か
の
ぼ
っ
て
期
間
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
特
例
期
間
中
に
届

F

け
出
す
れ
ば
、
従
来
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
期
聞
が
保
険
料
納
付
済
み
期
間

に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

食
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
国
民
年
金
係

宮
町

1
5
1
1
1
(
内
線
1
1
4
)

水
戸
高
社
会
保
険
事
務
所

官
孔

4
2
7
1

V 田園風景の中にひときわ真赤

に目立つ彼岸花が美しく見えた

のでシャッターを切った。
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V 中国黄山

全山至る所にそそり立つ岩があり、

岩を割って松が生えています。

黄山はまさに山水の名勝である。

F8オート
正

下
さ
い
。

な
お
、
施
設
に
入
る
前
に
「
展
示
館

の
見
学
」
と
申
し
出
て
下
さ
い
。

V
見
学
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

〔
評
)
花
の
咲
い
て
い
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

良
く
考
え
て
フ
レ

l
ミ
ン
グ
(
タ
テ
位
置
)

し
て
い
る
と
忍
い
ま
す
。
(
絹
針
弘
己
)

山崎
桧山一郎

〔評〕 奇松、怪石、雲海どれを撮っても

黄山は写真になります。

(半島幸十 弘己)

冬
眠
の
内
な
る
息
吹
き
広
触
る
る
如

さ
く
ら
の
木
肌
や
や
に
艶
め
く

成

因

杉

山

富

久

〔
評
〕
終
生
農
業
に
従
事
し
、
農
耕

作
を
詠
い
続
け
た
人
に
結
城
哀
草
果

と
い
う
秀
れ
た
歌
人
が
い
た
。
昭
和

二
十
巴
埠
斉
藤
茂
吉
と
共
に
昭
和
天

皇
の
拝
謁
に
浴
し
て
い
る
。
こ
の
作

者
も
、
同
様
に
農
耕
に
労
し
つ
つ
歌

道
に
精
進
さ
れ
す
で
に
歌
集
を
上
梓

さ
れ
て
い
る
。
冬
眠
と
い
う
春
を
待

つ
暫
ら
く
の
と
き
、
そ
の
内
に
は
生
あ

る
も
の
の
生
命
が
宿
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
息
吹
き
に
直
感
し
、
「
や
や
に
艶

め
く
」
と
云
い
放
っ
た
と
こ
ろ
に
鼓

動
を
感
じ
る
。
見
事
と
一
玉
え
よ
う
。

彬
の
落
葉
踏
み
つ
つ
ゆ
け
ば
生
き
も

の
に
似
た
る
音
し
て
我
に
追
き
く
る

祝

町

古

川

和

〔
評
〕
重
な
り
合
っ
て
積
み
敷
か
れ

た
落
葉
に
足
を
踏
み
入
れ
た
持
、
不

思
議
な
感
覚
に
包
ま
れ
る
経
験
は

私
も
持
っ
て
い
る
。
「
生
き
も
の
に
似

た
る
音
」
と
し
た
発
見
が
こ
の
場
合

の
歌
を
成
功
さ
せ
た
。

愛
し
き
子
を
慈
し
む
ご
と
韻
付
け
す

る
魚
群
の
中
の
マ
リ
ン
ガ
ー
ル
は

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
こ
の
作
者
は
い
つ
も
の
び
の

び
と
し
た
白
で
詠
み
込
ん
で
い
る
。

気
負
わ
ず
に
、
自
分
の
言
葉
で
、
平

明
に
感
じ
た
ま
ま
を
歌
っ
て
い
る
。

ー

住

民

課

朋

俣

請

穂

さ

ん

l
i
l
」

「
l
l法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
f
l
L

法
務
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、
茨
城
県
で

1
名
、
住
民
課
の
川
俣
清
徳
さ
ん
が
法

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

川
俣
さ
ん
は
、
昭
和
田
年
7
月
1
日
、

人
事
異
動
で
住
民
課
に
配
属
以
来
、
外

国
人
登
錨
事
務
に
同
年
7
ヶ
月
の
永
き

に
わ
た
り
従
事
し
、
現
在
の
呂
際
社
会

の
中
で
、
外
国
人
登
録
事
務
の
複
雑
で

多
様
化
す
る
登
録
事
務
を
適
正
で
円
滑

に
遂
行
し
、
努
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
活
躍
下
さ
い
。

お
お

ら

勝

山

葉

選

一
沈
了
花
の
香
に
額
一
泊
れ
て
庭
に
立
て

一
ば
亡
き
父
母
の
初
徐
と
し
て

祝

町

河

野

み

よ

一
〔
評
〕
作
者
の
御
両
親
は
こ
よ
な
く

一
沈
丁
花
を
め
で
ら
れ
た
と
い
う
添
書

一
が
あ
る
。
春
に
さ
き
が
け
て
咲
く
花

}
の
香
に
亡
き
両
親
が
想
い
起
さ
れ
る

一
と
い
う
の
だ
。

や

L
ろ

だ

一
ゆ
社
の
新
築
な
り
て
一
塁
が
来
れ
ば
山

一
車
を
出
す
ら
し
街
は
賑
は
む

角

一

前

原

青

嵐

一
〔
評
〕
気
持
め
よ
く
出
て
い
る
歌
。

一
夏
は
町
に
と
っ
て
心
高
ま
る
季
節
で

一
も
あ
る
。
山
車
と
い
う
具
体
性
が
街

。
の
娠
わ
い
に
広
が
り
を
見
せ
て
成
功
。

九
十
歳
歌
歴
五
十
年
の
小
室
さ
ん
読

み
ゆ
く
軟
に
励
ま
さ
れ
お
り

蔵

前

田

山

佳

男

〔
評
〕
小
室
志
つ
江
さ
ん
と
い
う
の

は
、
新
聞
に
よ
く
投
詠
さ
れ
る
大
洋

村
の
っ
た
ぴ
と
で
あ
る
。
「
摺
り
障

子
の
影
あ
や
ま
た
ず
声
か
け
て
登
校

の
曾
孫
送
る
朝
々
」
力
作
を
次
々
と

詠
ま
れ
る
小
室
さ
ん
に
私
も
励
ま
さ

れ
て
い
る
。そ

な
れ
ま
つ

朝
寒
き
磯
馴
松
原
く
ら
く
し
て
焚
火

を
囲
み
初
臼
待
ち
お
り

蔵

前

鴨

川

靖

〔
評
〕
「
磯
馴
松
」
と
い
う
の
は
潮

風
に
な
び
い
て
傾
い
て
は
え
て
い
る

松
の
こ
と
。
初
日
を
待
つ
作
者
の
心

が
よ
乙
出
て
い
る
。

冬
庭
に
小
鳥
群
掛
り
ピ
ラ
カ
ン
サ
の

赤
き
実
ゆ
す
り
啄
み
て
お
り

大
賞
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
ピ
ラ
カ
ン
サ
の
朱
実
に
群
れ

る
小
鳥
達
の
姿
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

縁
の
隅
に
開
き
見
入
り
し
漫
画
本
そ

う
じ
忘
れ
て
終
り
ま
で
読
む

夏

海

大

野

美

恵

〔
評
〕
畳
の
下
の
古
新
聞
な
ど
つ
い

見
入
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
。

置
石
に
急
停
車
せ
し
窓
近
く
木
に
絡

ま
り
で
朱
き
カ
ラ
ス
ウ
リ

舟

渡

照

沼

と

よ

子

〔
評
〕
歌
心
の
養
わ
れ
て
い
る
人
に

し
て
詠
め
る
歌
で
あ
る
。
急
停
車
と

い
う
た
だ
な
ら
ぬ
瞬
時
に
も
作
者
の

自
は
窓
外
の
情
景
を
し
っ
か
り
と
見

て
い
る
。

生
活
が
あ
っ
て
詩
が
生
ま
れ
、
心

の
動
く
と
こ
ろ
に
感
動
が
生
ま
れ
る
。

短
歌
の
核
は
常
に
こ
う
あ
り
た
い
。

万
葉
の
昔
か
ら
短
歌
が
人
の
心
を
捉

え
て
離
さ
な
い
の
は
、
人
間
の
情
調

を
揺
さ
ぶ
っ
て
や
ま
な
い
も
の
が
あ

る
か
ら
だ
。

偶
数
月
五
日
ご
と
締
切
り
。
役
場

企
画
課
へ
、
二
言
ま
で
。
ど
な
た
で

も
積
極
的
に
投
稿
を
。
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町
で
は
、
優
良
な
生
徒
、
ま
た
は
学

生
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
で
就
学
が

困
難
な
方
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
の
給

付
・
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

マ

資

機

町
内
に
1
年
以
上
お
住
ま
い
の
方
の

子
ど
も
で
、
高
等
学
校
(
国
立
高
等
専

門
学
校
を
含
む
)
・
大
学

(
4
年
制
)
に

4
月
に
入
学
さ
れ
る
方
。

マ
奨
学
金
の
額

高
校
生
(
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含
む
)

月
額

8
、
0
0
0
円
(
償
還
な
し
)

大
学
生

月
額

3
0
、
0
0
0
円

(
2
分
の
l
償
還
)

ら

0282ームム一口口口口
選轟

028-2ムムー口口口口
(例) 役場の電話番号

0282-67-5111から
02岳-267-5111へ

あ

4賭自臨掛かも
市内関望書か3ケタiこ蛮わ自室長す

おお

マ
募
集
人
数

高
校
生

5
名
(
中
学
校
長
の
推
薦
が

必
要
で
す
。
)

大
学
生
2
名

マ
受
付
期
間

平
成
7
年
3
月
口
日
(
金
)
か
ら

平
成
7
年
4
月
5
5
(
水
)
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

宮

町

5
1
1
1
(
内
線
3
5
1
)

V
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類
は
、
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

。
水
戸
南
高
校
通
信
制
課
程
と
は
・
-
-

V

向
学
の
意
志
を
も
ち
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
毎
日
通
学
で
き
な

い
方
で
も
、
職
場
や
家
庭
に
い
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
校
で
す
。

マ
入
学
し
ま
す
と
「
面
接
指
導
」
(
ス

ク
ー
リ
ン
グ
)
と
J
報
告
課
題
L

(

レ

ポ
ー
ト
)
を
中
心
に
学
習
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
「
面
接
指
導
」
は
毎
月
2
回

(
日
曜
日
ま
た
は
火
曜
日
)
程
度
あ

り
、
登
校
し
て
直
接
先
生
の
指
導
を

受
け
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放

送

(
N
H
K
高
校
講
座
)
も
利
用
で

き
ま
み
ヲ

U

「
報
告
課
題
L

は
、
各
教
科

と
も
に
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
作

成
し
、
学
校
に
提
出
し
ま
す
と
、
教

科
担
当
の
先
生
が
添
削
を
し
、
各
偶

人
に
返
送
さ
れ
ま
す
。

マ

4
年
間
で
の
卒
業
を
標
準
と
し
て

ま
す
が
、
必
要
な
科
目
の
単
位
を
取

れ
ば
3
年
間
で
も
卒
業
で
き
る
よ
、
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
定
の
単
位
を

取
る
と
高
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ

ま
す
。
す
で
に
創
立
弘
年
を
む
か
え
、

約
3
、
8
0
0
名
の
卒
業
生
が
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

。
応
募
資
格

居
住
地
ま
た
は
勤
務
先
が
県
内
に

あ
っ
て
、
中
学
校
(
も
し
く
は
こ
れ

に
準
ず
る
学
校
)
を
卒
業
、
ま
た
は

平
成
7
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の

方。
新
制
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
水
戸
高
高
校
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

h国.."，

4
月
白
日
(
土
)
か
ら
「
0
2
9
2
」

地
域
の
市
内
局
番
の
ア
タ
マ
に
「
2
し
が

つ
き
、
同
時
に
市
外
局
番
が
「
0
2
9
L

に
変
わ
り
ま
す
。

V
変
更
に
な
る
地
域

(
現
在
の
0
2
9
2
地
域
)

大
洗
町
・
水
戸
市
・
ひ
た
ち
な
か
市
・

茨
城
町
・
内
原
町
・
常
北
町
・
桂
村
・

那
珂
町
・
瓜
連
町
・
東
海
村
の
一
部
o

v問
い
合
わ
せ
先

圏

0
1
2
0
1
2
2
2
1
4
2
9

(
弘
時
間
受
け
付
け
)

児
童
手
当
て
の
中
請
手
続
発
多
国
/
@

児
童
手
当
て
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
の
健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上
・
生

活
の
安
定
を
目
的
に
、

3
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

V
支
給
対
象

3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
て
、

平成7年3月6日

前
年
の
収
入
額
が
一
{
疋
未
満
の
方

V
手
当
て
額
(
月
額
)

2
人
目
ま
で

1
人
に
つ
き

5
、0
0
0
円

3
人
目
以
降

1
人
に
つ
き
1
0
、0
0
0
円

v申
請
方
法

役
場
福
祉
課
に
「
児
童
手
当
て
認
定

請
求
童
百
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
(
用

紙
は
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

V
必
要
な
も
の

*
印
鑑

*
児
童
一
手
当
て
用
の
所
得
証
明
書

(
大
洗
町
に
転
入
さ
れ
た
方
)

マ
間
合
せ
先
福
祉
課

盤

的

5
1
1
1
(
内
線
1
5
1
)

日
月
1
日
現
在
で
行
わ
れ
る
「
国
勢

調
査
」
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
(
図
案
)

を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

V
応
募
方
法

*
用
紙

A
2
判
(
タ
テ
蹴
×
ヨ
コ
印
脚
)

ま
た
は
B
2
判
(
タ
テ
加
×
ヨ
コ

m
m
)
 

*
画
材
・
色
材

自
由
。
た
だ
し
、
写
真
に
よ
る
応

募
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
図
案
に
は
、
「
国
勢
調
査
」
「
平
成

7
年
」
「
叩
月
1
日
」
「
総
務
庁
統

計
局
」
の
文
字
を
必
ず
盛
り
込
ん

で
下
き
い
。

マ
募
集
期
間

4
月
2
日
(
日

)
1
5月
刊
臼
(
月
)

(
当
日
消
印
有
効
)

V
応
募
上
の
ご
注
意

作
品
の
ウ
ラ
に
は
、
住
所
・
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

児
童
・
生
徒
・
学
生
の
方
は
、
学
校

名
・
学
年
・
学
校
の
所
在
地
(
ふ
り

が
な
)
学
校
の
電
話
番
号
も
記
入
し

て
下
さ
い
。

マ
応
募
@
問
い
合
わ
せ
先

一T
回

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
四
1

1

総
務
庁
統
計
局
統
計
調
査
部

国
勢
統
計
課

「
平
成
7
年
国
勢
調
査
ポ
ス
タ
ー

図
案
募
集
担
当
」

雷

0
3
5
2
7
3
1
1
5
4

。
募
集
学
科
@
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町の人間と世帯

(2月18現在)

人口 20，694人 (-21) 
男 10，271人(-8) 
女 10，423人(一13)

世帯数 6，486戸(-8) 
転入 43人 転出 59人
出生 12人 死亡 17人

平
成
7
年
4
月
1
日
よ
り
麻
し
ん
の

予
防
接
種
年
齢
が
、
(
生
後
ロ
ヶ
月
1

卯
ヶ
月
)
に
変
わ
り
ま
し
た
。

標
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的
な
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種
年
齢
は
、
生
後
ロ
ヶ

月
1
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ヶ
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で
す
。
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一
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す
。

お
子
さ
ま
の
体
調
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良
い
時
に
、
お

平
自
に
お
受
け
下
さ
い
。

(
町
内
の
指
定
さ
れ
た
、
病
・
医
院
で

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
)
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(日 7. 2 . 9現柏)

書号 催 臼 開始時間 {雀 事 内 容 開催場所 主 催 入場方法

3 月 12 日 (幽日) 18: 00-
コ ー フ ス練習 中会議室 コー ルさ さな み 関係者17・24日 10: 00-

3月12日(日) 10: 30- マンカ、映画上映 ホール 日立セントラル 糊 有 料

3月26日(日) 10: 00- ふるさと民話民舞発表会 ホール 大 洗 町磯節 保 存会 金正 キト

3月28日伏) 9 : 00- 初任者研修会 ホール 県教育庁指導課 関係者

3月29日制 9 : 00- 運 転 免 許 更 新 時 講 習 会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

豆大洗文化センタ一行事予定警護(3 / 12 ，.._， 29 ) 

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(密66-2442)へお問い合わせ下さい。
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熱
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加
え
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と
に
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っ

て
多
少
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。
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養
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ゆ
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る
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は
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ま
、
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し
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で
す
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